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Abstract: 相手に何気なく言葉を投げかけたとき，その相手の志向がこちらに向かい，また，こ

ちらの会話に関心を示すような振る舞いを表出してくれたら，話を聞いてくれているという安

心感や，私のことを理解してくれているという嬉しさのようなものを感じることができるだろ

う．このような話し手の発話を支える聞き手としての参与者が複数人居たら，どのような雰囲気

が形成されるのだろうか．本研究では，3 つのエージェントにより共感的な応答を生成する多人

数会話型のホームエージェント〈NAMIDA0 Home〉の構築を進めている．本発表では，〈NAMIDA0 

Home〉のコンセプトおよびインタラクションデザインを説明し，実際の振る舞いについてデモ

ンストレーションを行う． 

 

１ はじめに 

何気ない会話における子どもたちの無邪気なやり

取りに着目してみる．一緒になって会話を作り上げ

ようとする子どもたちの協力的な姿勢を見ることが

できる．例えば，おばあちゃんと孫たちとの雑談の

場面を例に考えてみよう． 

おばあちゃん:「あのね，今日スーパーへ買い物に

行ってきたの」 

孫たち:「へー行ってきたんだー」「誰と，行ってき

たのー？」「何を，買ってきたのー？」 

無邪気に言葉を返す孫たちの積極的な姿勢ににぎ

わいを感じつつも，おばあちゃんの伝えたいという

主題に対して，孫たちも一緒に共感しながら，その

出来事や経験をみんなで共有している．また，まだ

伝えきれていない内容の一部を孫たちが聞き返すこ

とで，おばあちゃんの会話の構成を補っている．積 

                        
 

*連絡先：豊橋技術科学大学 情報・知能工学系 

〒441-8580 愛知県豊橋市天伯町雲雀ヶ丘 1-1 

E-mail：kondo18@icd.cs.tut.ac.jp 

 

図 1.〈NAMIDA0 Home〉 

 

極的に話を聞いてくれるこのような孫たちの存在に

嬉しさや疎通感のようなものを感じることができる

だろう．話し手(おばあちゃん)と聞き手(孫たち)との

双方の関わりによって，日常の何気ない雑談という

ものは構成されていることが分かる． 

スマートスピーカーなどのホームエージェントが

一般の家庭にも広く浸透している．エージェントと
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の対話的なやり取りでは，ユーザからの特定の作業

に対する要求と，その命令を受諾するエージェント

からの応答に分けられる．例えば，ユーザからの「〇

〇して!」という発話に対し，「分かりました. ○○し

ます」というような返答をエージェントは返す． 

このようなスマートスピーカーとの関わりを前提

としたとき，特に重要ではないが今日あった出来事

を話しかけてみることはできるだろうか．そのよう

に何気なく言葉を発するときにも，スマートスピー

カーやホームエージェントなどから，孫たちとの会

話のように，一緒に会話を構築しようと試みる振る

舞いが現れてもおもしろい． 

おばあちゃんの会話をみんなで聞く孫たちのよう

に，ユーザが何気なく発した言葉にエージェントた

ちの志向が向き，今日あった出来事や経験に対する

関心や共感を示してくれる．まだ伝えていない出来

事の詳細を聞き返してくれる．そのような反応を生

成するエージェントが複数いたら，共有感や安心感，

嬉しさのようなものをスマートスピーカーからも感

じることができるのではないだろうか． 

このような発想のもと，本研究では，複数の聞き

手として共感的な応答を生成するホームエージェン

ト〈NAMIDA0 Home〉の構築を進めている(図 1)．本

稿では，〈NAMIDA0 Home〉のコンセプトやインタラ

クションデザイン，ハードウェア構成，ソフトウェ

ア構成などについて述べる．   

 

2 研究背景 

2.1 ラポールトーク 

Google Home や Amazon Echo などといったスマー

トスピーカーが近年に登場し，人とエージェントと

の対話の機会が多くなっている．これらのスマート

スピーカーはウェイクワードなどをきっかけにシス

テムは命令を受け付け，ユーザからの「○○して」

などの音声による指示によって，家電の操作やメー

ルの送信，電話への発信/応答などの機能の実現が行

える．しかし，このような命令と受諾という人とロ

ボットの関係は，どこかよそよそしく，相手の発話

に耳を傾け，相手に共感を示す姿勢からは程遠い．

ユーザからの命令が終了すると，エージェントの応

答も終了してしまう．このようなやりとりは，タス

ク志向の会話に多いとされている． 

社会学者の Tannen はこのような会話形態を「レポ

ートトーク(report-talk)」と呼んでいる[1]．また，非タ

スク志向の会話である「ラポールトーク(rapport-talk)」

がある．ラポールトークは対話する 2 者間で和合や

親和を重視し，聞き手が話し手の発話内容に共感を

示したり，自分の主観を伝えるといった雑談に多い

とされる．合理的というよりは，調和的・共感的な

姿勢がより強く現れる会話形態といえる[1]． 

本研究では，人とホームエージェントとの対話に

おいて，ラポールトークの形成を目指すことにより，

話し手であるユーザに対して共感的なインタラクシ

ョンを生成する．ここで，1 つのエージェントによる

対峙的な応答よりも， 3 つのエージェントたちが 1

つの話題に対して一緒に志向を向け，対等な立場か

ら意見を言い合うという姿勢がラポールトークの形

成に寄与すると考えている．そこで，本研究では，3

つのエージェントがユーザの発話に同時に応答する． 

 

2.2 随伴的な聞き手の応答 

人と人との会話においては，話し手の発話に対し

て，聞き手が何らかの応答を示すことで，その発話

の意味が確定したり，また，「相手の発話をちゃんと

理解していますよ」ということを社会的に表示

(social display)する役割がある． 

例えば，「おはよう」という相手からの語りかけに

対し，その発話が無視されてしまうならば，その「お

はよう」の意味は宙に浮いてしまう．自分の存在価

値も少し小さくなったようにも感じられるだろう．

一方，相手が「おはよう」と返してくれるならば「自

分の存在に気付いてくれているな」という気持ちを

感じると同時に，相手との社会的なつながり(social 

bonding)のようなものも感じることができる．この

ように，何気ない発話の意味や価値は，相手からの

応答により立ち現れるという性質をもつ． 

また，その相互行為における意味や価値の生成を

支えるという役割だけに限らず，聞き手の随伴的な

応答は相手への理解の表出にも関わる．話し手に対

して，発話内容を聞き手が理解できていることを示

す方法にはいくつか存在する．Clark ら[2]は言語的な

表示の手法として 4 つを提示している．例えば，「う

ん」「そう」という相槌(acknowledgement)を示すもの，

発話内容の一部を模倣するもの(demonstration)，発話

内容の全部をそのまま模倣するもの(display)がある． 

これらの振る舞いを表出することで，相手への理解

の表出を行っているという． 

また，Goodwin[3]は聞き手の身体による理解の表示

手法として，話し手に視線を合わせる，話し手の目

線の先に身体を移動させる，話し手にジェスチャー

を行うといった行動も，話し手の会話を支える重要

なリソースになると挙げている． 

本研究では，このような身体的および言語的なレ

ベルでの様々のグラウンディング(grounding)の手法

を参考にし，エージェントの応答をデザインする．



図 2.〈NAMIDA0 Home〉とのインタラクション例 

 

2.3 聞き返しの応答 

その日に経験した出来事を相手に共有しようとす

る会話において，まだ相手から伝えられていない部

分を補うようにエージェントたちが聞き返す．例え

ば，図 2 のインタラクション例に示すように，「買い

物行ってきたよ」というユーザからの発話に対して，

エージェントは「誰と行ってきたの？」という発話

を生成する．相手と経験を共有するうえで，まだ相

手に伝え切れていない，不足している情報の部分を

エージェントたちが補うように聞き返す．このよう

な聞き返しの振る舞いにより，ユーザからの語りか

けに対して，「ここまでの話は理解したよ」「その先

の話を聞きたいな」といったエージェントたちの興

味，感心を示すことに繋がると考えている．また，

ユーザの「もっと話したい」といった会話に対する

参加姿勢(engagement)を高めることに繋がると考え

る． 

本研究では，このような聞き返しの応答のデザイ

ンについても検討し，話し手と一緒に共感的な姿勢

での会話の構築を目指すような関係論的なインタラ

クションを狙いとしている． 

 

3〈NAMIDA0 Home〉のコンセプト 

〈NAMIDA0 Home〉は「3 つのエージェントによ

るラポールトークの生成」「相手の発話をちゃんと理

解していますよという社会的表示」「会話の不足部分

を補う関係論的なコミュニケーション」の 3 つを特

徴としている．これらのコンセプトを実現するため，

次のようにインタラクションをデザインした． 

 

3.1 理解や共感の表出 

〈NAMIDA0 Home〉は人からの発話の一部をなぞ

ることで共感的な応答を行う．なぞりの応答を実現

するため，本研究ではラポールトーク生成手法の１

つである Ratifying[1]を採用する．これは聞き手が話 

し手の発話を繰り返すように応答を行うことで，相

手の心情を理解しようという意思が伝わるためであ

る．例えば，「今日○○したよ」というユーザの発話 

図 3.〈NAMIDA0 Home〉の正面 

 

図 4.〈NAMIDA0 Home〉のハードウェア構成 

 

に対して，「○○したんだ！」となぞるような返答を 

〈NAMIDA⁰ Home〉のエージェントの 1 つが行う． 

また，〈NAMIDA0 Home〉に搭載された顔認識カメ

ラ(human vision components)によってユーザの顔を追

従し，ユーザの発言中には 3 つのエージェントがユ

ーザの顔を注視する．発言終了時には頷くといった

動作を行う．これによりエージェントがユーザの発

話に耳を傾けていること，関心を向け，理解しよう

としていることを示す． 

 

3.2 不足格情報に基づく聞き返しの応答 

〈NAMIDA0 Home〉では，人の発話の中で足りな

い部分(不足格)を抜き出し聞き返す応答を行う．こ

のような不足格の判別を行うため，新たに格辞書を

作成した． 

格辞書には，日本語初級程度[4]の基本的な動詞お

よび形容詞などの約 450 語のデータベースを構築し

た．本研究では児童の雑談をモチーフにしているた

め，このような言語レベルのデータベースとしてい

る．また，格辞書に合わせて，必須格辞書を構築し

ている．例えば，「行く」という動詞に対しては「人

が（行く）」というガ格や，「場所へ（行く）」という

ヘ格などといった格を登録している．これらのデー



タベースに基づき，ユーザの発言から不足している

格を特定する．  

 

3.3 幼児のような可愛らしさと発話のデザ

イン 

スマートスピーカーからの応答に対するユーザの

要求水準を適切に下げることも，共感的なインタラ

クションを実現するうえで欠かせないデザイン要素

であると考える．奈良県の 5 歳児の音声を元に合成

された音声(wizard voice)を用いることで，エージェ

ントから感じ取る印象をより幼児的なものにした．

また，ユーザからの語りかけに対して，誤った応答

を返さないよう，あえて 1 語，2 語の必要最低限の

発話を返すような頷きの振る舞いを行う．このとき，

幼児のような言葉足らずな印象となるため，その印

象にマッチするように，幼児のような音声を用いて

いる． 

 

4〈NAMIDA0 Home〉の構築 

4.1 概要 

3 章で述べたコンセプトを実現するため，

〈NAMIDA0 Home〉を構築した．伏木ら[5]によって

構築されたドライビングエージェント〈NAMIDA0〉

をベースとし，対話機構と顔認識などホームエージ

ェントとしての機能を追加することで〈NAMIDA0 

Home〉を構築した． 

 

4.2 ハードウェア構成 

〈NAMIDA0 Home〉のハードウェア構成を図 4 に

示す．〈NAMIDA0 Home〉のハードウェア構成は上部

のエージェント部と下部のベース部に大きく分かれ

る．エージェント部では 3 つの動作機構を持たない

エージェントが配置されており，ベース部ではエー

ジェントを回転させる 3 台のステッピングモータ，

人の顔を追従するための顔検出カメラ HVC(Human 

Vision Components)，音声認識を行うための外付けマ

イクが配置されている．ここで，各エージェントは

ステッピングモータに取り付けたネオジウム磁石に

よって磁力で接続されており，磁石が回転するとエ

ージェントも回転する． 

 

4.3 ソフトウェア構成 

〈NAMIDA0 Home〉のソフトウェア構成はメイン

フォームを中心とし，その下にエージェントをシリ

アル通信で操作するエージェントドライバ，音声対

話処理を行う音声ドライバ，HVC カメラドライバが

配置されている．また，音声ドライバは係り受け解

析(日本語構文解析システム KNP)，音声認識(Intel 

RealsenseTM)，音声合成(Wizard Voice)から構成されて

いる． 

〈NAMIDA0 Home〉の応答処理の流れとして，音

声認識のディクテーションを利用して，ユーザの発

話を文字列として入力し，構文解析システムによっ

て解析を行う．また，係り受け構造を特定すること

により，ユーザの発言の一部(例: 述部)をなぞるよう

な応答文，また，不足格を聞き返すような応答文を

生成する．そして，応答文を音声合成システムに入

力し，生成された wave ファイルをスピーカーから

再生する．デモンストレーションでは，これらの動

作を実演する予定である． 

 

5 まとめと今後の展望 

本研究では，話し手に対して共感的な応答を行う

ラポールトークを特徴とする多人数会話型のエージ

ェント〈NAMIDA0 Home〉の提案および構築を行っ

た．〈NAMIDA0 Home〉は幼児の雑談をモチーフとす

る，3 つのエージェントによるラポールトークを特

徴とした共感的なコミュニケーションの生成を目指

している．今後は次のような実験や社会応用につい

て考えている．  

話し手に対して共感的な応答を行うロボットおよ

びエージェントの研究は近年になって盛んに行われ

てきている．神田ら[6]は人の動きに追随し，アイコン

タクトや指差しなどの協調動作を行う「聞いている

という動作を行うロボット」の開発を行い，音声的

要因よりも身体的要因が共感度や信頼度に対して影

響を持ちやすいと述べている．本研究でも

〈NAMIDA0 Home〉がユーザの信頼度や共感度にど

のような印象を与えるのか，インタラクション実験

を実施することでより詳細な調査を行う予定である． 

また，下岡ら[7]は大規模コーパスを用いて問い返

しや共感応答・相槌応答を行う対話システムを開発

し，特に高齢者に対してこれらの応答が効果的であ

ると述べている．このことから，一人暮らしのお年

寄りの良き話し相手として，〈NAMIDA0 Home〉を使

用するなど，具体的な社会応用についても検討した

い． 
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